
1.水平型:125Hz～8kHzの範囲で均一の聴力の低下
2.低音障害型:聴力低下が低音域に限局する。
3.高音障害漸傾型:高音域から徐々に聴力低下起こる。
4.高音障害急墜型:高音域で急激に聴力が低下する。
5.dip型:ある特定の高さの音のみ聴力が低下する。
 図では4kHzのみ聴力低下。

6.谷型:聴力の低下が中音域に特に顕著であり、
低音域と高音域は比較的保たれる。

7.山型:中音域(500Hz～2kHz)で聴力が最も良好で、
低音域や高音域で聴力が低下する

8.全聾:聴力が完全に失われた状態
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